第５部会（都市整備）第４回部会概要

日　時：平成１９年４月２４日（火）午後６時３０分～午後９時

出席者：小笠原春一、島下幸治、池畠泰彦、荒木政博、平井雅浩、伊奈裕貴
（事　務　局）　企画Ｇ 五島主幹、山谷主査

議　題：事業（都市整備部内）からみた市民と行政の役割について

【内　容】
１．企画グループ（都市計画担当）事務分掌について

　　①都市計画が所管する事務についての説明　～配布資料参照

　　②質疑応答

２．景観条例、緑化条例の策定について
①事務局説明概要：

・「市民自治推進委員会」が中心となり、景観条例及び緑化条例の制定作業を

進めていく考えを持っている。
・進め方は、運営委員会の中で部会案件にするか、別途策定委員会を設けるのか等の方向性が出されると思うが、いずれの場合でも景観と緑化に関連する第５部会の関与が必要になると考えている。
　　　　②質疑応答

３．委員の意見等

・鷲別地区は、行き止まり道路が多く、また私道路が多いなど道路に関する課題が多い地区である。都市計画としての解決策はあるか。
　　・行政にお金がないとしたら、市民自らがその解決策を見つけださなければならない。

　　・鷲別地区をモデル地区として部会で取り組んではどうか。
　　・例えば、市道の道路工事では、工事箇所の決定方法が不透明と思う。優先順位を町内会など市民が決めることにより、市民が行政の事務の一部を分担できるのではないだろうか、更に市民の行政への関心が高まるのではないだろうか。
　　・作ったきりの基本計画が多い中、また景観基本計画とみどりの基本計画がある中で条例の必要性があるのだろうか。
　　・白紙の状態からの条例づくりは難しい。市から資料等の提出をお願いする。
４．次回開催日等について

・次回は、「景観条例・緑化条例について」を議題に、第５部会としての取り組み方を決めたい。
・開催日は５月１４日（月）午後６時から行う。
５．事務局より

　　・条例検討のために、条例制定主旨、他市の状況の資料を事前配布する。
